
2013年前期：「サイエンスコミュニケーション実践論２
～リスクコミュニケーション入門」

2013年後期： 「サイエンスコミュニケーション実践論１」

一般社団法人 日本ｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ協会（JASC）
佐々義子

2013年2月7日

【第４回知の市場年次大会】



一般社団法人
日本サイエンスコミュニケーション協会
設立：2012年1月

設立趣旨：

サイエンスコミュニケーショ
ンを促進することにより、
社会全体のサイエンスリ
テラシーを高め、人々が
科学技術をめぐる問題に
主体的に関与していける
社会の実現に貢献します。
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JASCの活動
○協会誌発行

○年会・例会・特別研究会開催

例）2012年12月1‐2日 第1回年会開催

○ネットワークの形成

・イベントでの連携

例）サイエンスアゴラ

東京国際科学フェスティバル

理科好き市民主催のカフェ

・地域グループの連携

例）静岡科学館る・く・る

https://www.sciencecommunication.jp/journal/?action=common_download_main&upload_id=930
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ｻｲｴﾝｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと
ﾘｽｸｺﾐｭﾆｴｹｰｼｮﾝ

実践論2：リスクコミュニケーション

実践論1：サイエンスコミュニケーション

一般的なコミュニケーション

クライシス
コミュニケーション

緊急性

信頼関係の
構築

結果は信頼関係
に依存する

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
サイエンスコミュニケーション、日常のコミュニケーション、リスクコミュニケーションの関係はこのようになっており、リスクコミュニケーション、クライシスコミュニケーションの成功は日常のコミュニケーションによって信頼関係が構築できているかどうかにかかっている

クライシスコミュニケーションに失敗すると、産官学への不信を招き、技術が社会に受容できない悪循環に陥る



科目名 サイエンスコミュニケーション実践論１
副題 21世紀の産業技術リテラシーを展望する

• 講座のねらいと概要：

• 21 世紀の今日、「知識のための科学」や「産業のための技術」に加えて「

社会における、社会のための科学技術」がいわれ、その本質を理解し活
用することで、社会の課題に主体的に関与し判断できる「科学技術リテ
ラシー」が求められることとなった。

• サイエンスは利便性だけでなく、精神的に豊かに生きるための文化とな
り、サイエンスコミュニケーション活動が重要な役割を担うこととなった。

• 科学技術に対する理解・関心・意識を深め高め合い、多様な意見の合
意形成や政策等への反映、協働して課題を解決していく「サイエンスコミ
ュニケーション」の活動事例を紹介し、その理論と実践的技術を学び、産
業技術社会の健全な発展につなげる。

• サイエンスコミュニケーションの実践としてサイエンスカフェを実施する。



科目名 サイエンスコミュニケーション実践論２
副 題 リスクコミュニケーション入門

講座のねらいと概要：

• サイエンスコミュニケーションの手法開発や評価が、文献調査やアンケ
ート調査などを中心とした研究や実践例の分析を紹介する。

• 生活と密接な関係を持つ科学・技術のリスク（感染症、くすり、食品添加
物、遺伝子組換え作物・食品など）をめぐるコミュニケーションを実践して
いる専門家から、現状・課題について説明する。

• 受講生は、各自が直面したり、関心を持ったりしている事象に関するリス
クコミュニケーションに当てはめて、自分の問題として捉え、共考する。

• 特定のリスク情報を伝えるリスクコミュニケーションの場を想定し、どの
ように伝えたらよいか、どのような場を創出すると対等な対話ができるの
か、を考えながら演習を行う。

• 演習では、評価表を用いて、互いのリスクコミュニケーションの評価を行
い、今後の活動に役立てるようにする。



開講講座
2012年後期、2013年後期
サイエンスコミュニケーション実践論１

サイエンスコミュニケーションの拡がり
サイエンスコミュニケーションの理論
天文台・科学博物館におけるSC
サイエンスアート

産業技術と社会
産業技術誌概論
科学技術と社会の関係
先端技術と社会の関係

SCの理論と技術
サイエンスコミュニケーションのデザイン
サイエンスライティング

サイエンスコミュニケーションの実践 演習 サイエンスカフェ

2013年前期
サイエンスコミュニケーション実践論２～リスクコミュニケーション入門

リスクコミュニケーションとは
リスクコミュニケーションの位置づけ
リスクコミュニケーション手法について

事例研究

感染症
くすりのリスクと副作用
遺伝子組換え作物・食品
リスク報道

リスクコミュニケーションの実践
リスク情報の伝え方
リスクコミュニケーションのデザイン
演習
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